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緑が輝き、まばゆい季節となりました。それぞれ、緑の色は、違っ

て見えます。黄・赤・黒・白の濃淡などを絵の具の緑色に混ぜあわせ

。「 」（ ） 。たように 桜梅桃李 おうばいとおり という言葉を思い出しました

それぞれの花が、それぞれに美しいという意味です。

人間も、皆、それぞれの個性を持ち生きる姿が美しく、まばゆいと思

っています。伸び伸びと生きて行きましょう。

特
集
特
集

障
害
者
は
外
に
出
よ
う

荒
川
線
ち
ん
ち
ん
電
車

～

で
ぶ
ら
り
旅
～

荒
川
線
ち
ん
ち
ん
電
車

〇
七
年
五
月
二
〇
日
（
日
）
晴
天
の
下

「、

」
と
題
し
て
今
年
の
外
に
出
よ
う
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
ぶ
ら
り
旅

今
年
は
、
十
二
班
＝
総
勢
一
一
三
名
（
本
部
を
含
む
）
の
参
加
者
が
あ

り
、
前
任
者
の
武
藤
に
代
わ
り
岡
本
が
今
回
、
初
め
て
事
務
局
の
責
任

者
と
し
て
仕
切
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
班
に
入
り
楽
し
み
ま
し
た
。

私
た
ち
の
班
は
、
大
江
戸
線
の
大
門
駅
で
集
合
し
、
後
楽
園
で
お
昼

ま
で
遊
び
、
巣
鴨
・
庚
申
塚
か
ら
大
塚
ま
で
都
電
に
乗
り
集
合
地
点

の
新
橋
ま
で
Ｊ
Ｒ
を
使
う
と
い
う
コ
ー
ス
を
と
り
ま
し
た
。
あ
い
に

く
巣
鴨
で
は
商
店
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
観
光
客
が
多
く
危

う
く
転
び
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
班
の
人
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
な
ん
と
か
転
ば
ず
に
済
み
ま
し
た
。

こ
の
行
事
を
や

っ
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
、
駅
員
の
車
椅
子
障
害
者
へ
の
対
応
の
よ

さ
と
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
Ｊ
Ｒ
に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
だ
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
行
事
に
参
加
・

協
力
し
て
く
れ
た
各
団
体
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
加
・
協
力
団
体
名

東
京
神
宮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
新
赤
坂
ク
ラ
ブ
様
、

愛
の
会
様
、
立
教
Ｂ
Ｓ
Ａ
第
十
八
支
部
様
、
麻
布
十
三
倶
楽
部
様
、

中
途
障
害
者
連
合
様
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ク
ラ
ブ
様
，

ｍ
ｉ
ｋ
ｉ

今
回
、
近
岡
眞
由
美
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
形
式
で
、
外
に
出
よ
う
に
関
す
る
質
問
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

①
今
回
の
外
に
出
よ
う
ど
こ
で

ど
う
過
ご
し
ま
し
た
か
？

東
京
ド
ー
ム
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ズ
と
巣
鴨

に
行
き
ま
し
た
。
東
京
ド
ー
ム
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
ズ
に
行
き
散
歩
を
し
て
、
巣
鴨
で
洋
服

を
買
い
ま
し
た
。

②
い
ち
ば
ん
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
？

東
京
ド
ー
ム
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ズ
の
中
に

あ
る
お
店
に
行
き
、
色
々
な
色
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
買
い
ま
し
た
。
昔
、
自
分
が
ブ
ロ
ッ
ク
を

作
る
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
を
、
と
て
も
懐

か
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

③
昼
食
は
ど
こ
で
な
に
を
食
べ
ま
し
た
か
？

巣
鴨
で
豚
カ
ツ
定
食
を
食
べ
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

④
今
後
外
に
出
よ
う
で行

っ
て
み
た
い
場
所
は
？

羽
田
空
港
に
行
き
た
い
で
す
。

近
岡
さ
ん
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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外に出よう感想

～立教ＢＳＡ第１８支部～

私が始めて風の子会「外に出よう」に参加したのはもう３年も前の事になります。今年で４年
目の参加となる訳ですが、風の子会の活動にはいつも新鮮な驚きがあります。それは車椅子での散
歩だからでは無く、ただ皆で散歩をするという行為に新しい発見があるのです。

今回の都電荒川線では、自分たちが普段決して行かないような場所に連れて行っていただいて線
路脇に咲く花や、巣鴨の活気溢れる商店街等を楽しむことが出来ました。外に出る、という事はと
ても素敵な事だと思います。景色の変化や風の匂いを感じることが出来ます。
しかし、その外に出るというとても単純な事が思うように出来ない人がいる事もまた事実です。こ
れが、車椅子の方と散歩するからこそ得られるもう一つの新しい発見です。そして、出て行けない
大きな理由の一つに私たちが普段決して気にする事の無い小さな段差や、何気ないポール、階段し

。 「 」 。 、かない建物等があるのです 私は風の子会 外に出よう で外に出る楽しさに気づきました でも
気づいたことはそれだけではありません。そのもう一つの「気づいたこと」から何が出来るのか、
風の子会の「外に出よう」はそれを教えてくれているのだと感じます。

立教大学法学部法学科４年 BSA第８支部 五井 政章

立教大学B.S.A第８支部４年の豊田です。今回で「障害者は外へ出よう」の参加は二回目とな
りました。普段は健常者として当然にできていることが、障害者と共に行動するとなるとできなく
なってしまう。それを身に染みて感じることができる良い機会だと思います。
今回、新橋駅にエレベーターが設置されていないために、たくさんの時間と手間をかけてエスカ
レーターで車椅子の方を降ろすという体験をした方も多いと思います。エスカレーターの前に車椅
子の方が行列をなしていて、駅員さんが3人もつきっきりで降ろしてくれました。確かにその時は
なんとかなりました。しかしこのような機会が滅多にないからといって放置してよいのか、という
疑問を駅員さんに投げかけることができたと思います。
「障害者は外へ出よう」のイベントは、普段外出をすることが難しい方と一緒に外へ出て、色々
なところへ行き一緒に楽しむことができます。同じ班の方としかあまり接することはできませんで
したが、それでも精一杯楽しんでもらえたと思いますし、私も楽しむことができました。それと同
時に、私達の活動を実際見た街の人や、食事や買い物で入ったお店の人、移動で使った駅の人など
に、不自由さを抱えている人が身近にいるんだということを少しでも感じてもらえたのなら、それ
もとても意味のあることだと思います。
ハワイでは、障害者は積極的に街にでることができるそうです。それは街の人たちが障害者と自
然に接することができるから、外へでるのに躊躇しない。では、なぜ自然に接することができるの
か。それは街のバリアフリーが進んでいるため、障害者が街に出やすいので、障害者と接する機会
が多いからです。街の人が障害者と接することを当然と感じ、障害者はそのために街へ出やすくな
り、それによって街もどんどんバリアフリーが進んでいく･･･
そんな街づくりをこの「障害者は外へ出よう」のイベントで手伝うことができたのなら、素敵な
ことだと思います。障害者と一緒に楽しむという目的の他に 「みんなで暮らせる街」をつくるた、
めの呼びかけとしても「障害者は外へ出よう」の会はとても良いものだと思います。街と心の、二
つのバリアが無くなっていくと、みんな楽しい生活ができますよね。一日を楽しく遊びまわりなが
ら、そのお手伝いをできるのって、一石二鳥ですね。

立教大学B.S.A第８支部 4年 豊田 剛史

昨年に引き続き 「外に出よう」のイベントにお手伝いという形で参加させていただきました。、
今年もあまりお役に立てず、ただただ恥ずかしいばかりです。BSAの一員としてこのイベントに参
加するまで、私は障害者の方の立場でモノを考えるということをしてきませんでした 「この道は。
凹凸が多くて車いすでは危険だな 「この段差も危険だな ・・・ささいなことばかりですが、最」、 」
近は少しづつ意識するようになりました。
私の祖母は今年で90歳になりますが、だいぶ足腰が弱くなってしまい、外出時はほとんど車いす

です。いつもは母に押してもらっていますが、祖母も母も、その時初めていろいろな危険に気付か
されたそうです。恐らく、多くの人がそれらの危険を知らずに生活しています。私はこの体験を通

、 、 。して 少しでも多くの人に このような危険があるということを知ってもらいたいと考えています
BSA2年 安田 丈（やすだ たけし）



集
合
場
所
に
行
く
ま
で
は
少
し
緊
張
が
あ
り
ま
し

た
が
、
全
員
が
集
合
し
電
車
に
乗
っ
て
か
ら
は
話
を

し
て
い
る
と
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
班
全
員
で
の

移
動
の
時
は
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
で
ス
ム
ー
ズ
に
動
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
障
害
を
持
っ

た
方
と
一
緒
に
買
い
物
で
欲
し
い
も
の
を
選
ん
だ
こ

と
、
外
で
の
ト
イ
レ
の
誘
導
の
手
伝
い
を
し
た
こ
と

が
今
ま
で
に
な
い
経
験
で
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て

最
終
目
的
地
に
着
い
た
と
き
は
、
無
事
に
つ
い
た
と

い
う
達
成
感
で
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

高
木

美
佳

今
回
外
に
出
よ
う
と
い
う
行
事
に
初
め
て
参
加
し

、

。

ま
し
た
が

と
て
も
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た

訪
れ
た
場
所
も
初
め
て
の
と
こ
ろ
ば
か
り
で
興
味
深

か
っ
た
で
す
し
、
そ
れ
を
メ
ン
バ
ー
の
方
を
支
援
し

て
メ
ン
バ
ー
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
う
と
い
う
の
で
は

、

。

な
く

班
の
人
皆
で
喜
べ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
で
す

ま
た
、
人
の
暖
か
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
同
じ
班
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
は
ほ
ぼ
初
対
面
で
し
た
が
、
暖

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
し
、
メ
ン
バ
ー
の
方

も
職
員
の
方
も
た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

房
野

由
紀

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ④
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外
に
出
よ
う

初
め
て
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１班 ２班 ３班

大門集合 → 春日（後楽園） 新橋ＳＬ広場 → 巣鴨 → 品川駅集合 →

→ 巣鴨 → 庚申塚 → とげぬき地蔵 → 庚申塚 王子・名主の滝 → 庚申塚

大塚駅前 → 新橋 → 王子駅 → 新橋 → 有楽町 → 新橋

４班 ５班 ６班

巣鴨集合 → とげぬき地蔵 白金台集合 → 三ノ輪 → 障館集合 → 巣鴨 →

→ 庚申塚 → 王子駅前 東池袋４丁目 → 庚申塚 → 荒川遊園地

→ 古河庭園 → 駒込 サンシャイン → 池袋 → → 梶原 → 新橋

→ 新橋 新橋

写
真
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
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７班 ８班 ９班

早稲田大学集合 → 庚申塚 新橋集合 → 飛鳥山公園 千石集合 → 六義園 →

とげぬき地蔵 → 巣鴨 → → 飛鳥山 → 巣鴨 → とげぬき地蔵

新橋 → 新橋シオサイト とげぬき地蔵 → 巣鴨 → 庚申塚 → 王子

→ 新橋 → 新橋 → 新橋

１０班 １１班 １２班

九段下集合 → 早稲田 → 新橋集合 → 駒込 → 麻布十番集合 → 王子 →

庚申塚 → 巣鴨 → 新橋 旧古河庭園 → 王子 → 庚申塚 → 巣鴨

飛鳥山公園 → 王子 → → 東京駅 → 新橋

庚申塚 → とげぬき地蔵

巣鴨 → 新橋

本部

高浜実習所集合 →

→ 巣鴨・とげぬき地蔵周辺

→ ばる～ん（ゴール）

皆様ありがとうございました。そして、お疲れ様でした！！

写
真
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

外
に
出
よ
う
お
疲
れ
様
で
し
た
。

当
日
は
天
候
も
よ
く
無
事
に
終
わ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
皆
様
の

ご
協
力
が
あ
っ
て
、
行
え
る
も
の
で
す
。

当
日
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局

岡
本

裕
介



新
会
員
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
読
ん
で
少
し
で
も
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

―
―
フ
ル
ネ
ー
ム
は
何
で
す
か
？

近
岡
眞
由
美
で
す
。

近―
―
こ
こ
に
入
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

、『

』

近

今
年
四
月
に

障
害
者
自
立
支
援
法

が
施
行
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
入
所
し

ま
し
た
。

―
―
趣
味
や
マ
イ
ブ
ー
ム
は
何
で
す
か
？

粘
土
で
工
作
し
た
り
、
ア
ク
セ
サ
リ

近
（

）

。

ー

ネ
ッ
ク
レ
ス
等

を
作
っ
て
い
ま
す

―
―
好
き
な
・
嫌
い
な
食
べ
物
は
何
で
す
か
？

甘
い
も
の
が
嫌
い
で
、
辛
い
も
の
が
大
好
き
で

近す
。

―
―
楽
し
み
な
行
事
は
何
で
す
か
？

『
一
泊
旅
行
』
が
楽
し
み
で
す
。

近―
―
最
後
に
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
教
え

て
下
さ
い

皆
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
を
受
け
持
ち
、
一
つ

近の
仕
事
を
こ
な
す
と
い
う
よ
う
な
事
を
今
後
も

や
っ
て
み
た
い
で
す
。

、

。

近
岡
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
有
難
う
御
座
い
ま
し
た

こ
れ
で
新
会
員
紹
介
を
終
わ
り
ま
す
。

⑥ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

新会員紹介します！

近
岡
さ
ん
が
作
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等

で
す
。

芝実習所から港南実習所に

移転しました！！

にぎやかになった。

芝のメンバーと一緒で楽しい。

ミスターマリーンズ

芝
の
み
ん
な
と
一

緒
に
楽
し
く
や
っ

て
い
き
た
い
で

す
。ミ

キ
サ
ー
マ
ン

港
南
と
高
浜
が
隣
り

ど
お
し
に
な
っ
て
、
芝

の
人
た
ち
と
一
緒
に
や

っ
て
い
く
の
に
も
慣
れ

ま
し
た
。ミ

ス
タ
ー
吉
本



引っ越しました

作
業
の
場
が
広
く
な
り
ま

し
た
。
風
の
子
に
来
る
の
が

楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

真
鍋

淑
子

にぎやかになった。芝のメンバー

と一緒で楽しい。

ミスターマリーンズ

芝
の
み
ん
な
と
一

緒
に
楽
し
く
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

ミ
キ
サ
ー
マ
ン

港
南
と
高
浜
が
隣
り
ど
お
し

に
な
っ
て
、
芝
の
人
た
ち
と
一

緒
に
や
っ
て
い
く
の
に
も
慣
れ

ま
し
た
。

ミ
ス
タ
ー
吉
本

⑦ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

私
達
は
、
四
月
二
十
四
日
よ
り
ま
た
以
前
の

よ
う
に
、
み
ん
な
一
緒
に
日
々
の
作
業

「
仕

、

」

。

、

事

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

こ
れ
は

僕
ら
の
長
年
持
ち
続
け
て
き
た
夢
で
あ
り
、
希

望
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
体
制
と
状
況
が
、

一
生
つ
づ
け
ら
れ
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
恩
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

天
海

隆
一

工
房
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
る

の
は
淋
し
い
け
ど
、
企
画
が
一

致
団
結
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

タ
ナ
ッ
キ
ー

港南実習所の間取りや配置が気に入り

ました。僕個人的には、高浜実習所内が

広すぎて歩いて移動するのにしんどいの

ですが。

田村 亮彦

組織が新しく変わる過程では、自身も

そこへの対応と努力が必要だが、それは

ある意味において非常に忍耐を強いられ

る。

Chai

元芝メンバーと一緒になれて嬉しいで

す。みんなと一緒に頑張っていきたいと思

います。

金田 潤伸

芝とみんなが一緒になれて良かったね。

永澤 心一



ひっこし後の感想

二つに分かれていた「風の子実習所」がひとつになり、本来の形に戻りま

した。そして広いスペースになり、よかったです。

吉田

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

や
わ
ら
か
あ
た
ま

高浜実習所が広くなって良

かった。

ミス９課

仕事がみんなとで

きて嬉しい。

福島 基予子

念願の実習所が一つにな

れてとても嬉しいです。

鉄平

実習所が合同になって

実に合理的になって良い

と思います。

栗顕

に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
広
く

な
っ
た
。

カ
ズ

パソコンから目を上げ

ても壁だけしか見えなく

なったけど、お昼休みに

大勢の仲間や職員さんと

食事をするのがとても楽

しくなりました。

かみさん

企画が一カ所になった

ので、企画会議がいっぺ

んで済むようになってよ

かった。

カエル

メンバーがたくさんに

なって楽しいな

直美
作業所が広くなって仕

。事がしやすくなりました

ちかピー
一
カ
所
に
な
っ
て
今
ま
で

よ
り
も
ず
っ
と
に
ぎ
や
か
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Y
O

ここに来させてもらっ

て楽しいです。

満枝

昼食がにぎやかになっ

て楽しいです。

山内

みんなでにぎやかにな

ったのでうれしい。

ヒロクン

⑦ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

芝のメンバーと一緒になりにぎやかになったので

楽しいです。これからも頑張ります。

風の子お千代



～引越の感想（続き）～

こ
れ
か
ら
も
一

緒
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

や
わ
ら
か
あ
た
ま

パソコンから目を上げ

ても壁だけしか見えなく

なったけど、お昼休みに

大勢の仲間や職員さんと

食事をするのがとても楽

しくなりました。

かみさん

企画が一カ所になっ
たので、企画会議がい
っぺんで済むようになってよ
かった。

カエル

メンバーがたくさ

んになって楽しいな

直美
作業所が広くなって

仕事がしやすくなりま

した。

ちかピー
一
カ
所
に
な
っ
て
今
ま
で

よ
り
も
ず
っ
と
に
ぎ
や
か
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｙ
Ｏ

ここに来させてもら

って楽しいです。

満枝

昼食がにぎやかに

なって楽しいです。

山内

みんなでにぎやかにな

ったのでうれしい。

ヒロクン

二つに分かれていた「風の子実習所」

がひとつになり、本来の形に戻りました。

、 。そして広いスペースになり よかったです

吉田

⑧ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

芝のメンバーと一緒になりにぎやかになったので楽しい
です。これからも頑張ります。

風の子お千代

高浜実習所が広くなって

良かった。

ミス９課

仕事がみんな

。とできて嬉しい

福島 基予子

念願の実習所が一

つになれてとても嬉し

いです。

鉄平

実習所が合同にな

って実に合理的にな

。って良いと思います

栗顕

に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
広

く
な
っ
た
。

カ
ズ



実習所報告実習所報告

私
は
子
供
の
時
か
ら
宝
塚
が
好
き
で
、
今
は

日
比
谷
の
宝
塚
劇
場
に
、
妹
と
年
に
、
三
回
位

。

、

、

行
っ
て
い
ま
す

私
が
好
き
な
の
は

男
役
で

。

、

か
っ
こ
い
い
か
ら
で
す

私
も
娘
役
に
な
っ
て

あ
ん
な
に
、
か
っ
こ
い
い
人
と
、
結
婚
を
し
た

い
で
す
。
い
ま
ま
で
観
た
中
で
、
一
番
好
き
な

の
は
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
バ
ラ
」
オ
ス
カ
ル
が
、

一
番
好
き
な
キ
ャ
ラ
で
す
。
か
っ
こ
い
い
で
す

。

「

」

も
ん

今
一
番
観
た
い
の
は

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ト
ー
ト
が
出
て
い

る
か
ら
で
す
。
彼
は
死
神
だ
け
ど
、
す
っ
ご
い

か
っ
こ
い
い
で
す
。
私
も
付
い
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
み
ん
な
に
も
宝
塚
を
観
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

飯
尾

直
美

ア
メ
リ
カ
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
が
好
き
で
す
。

コ
ロ
ラ
ド
ロ
ッ
キ
ー
ズ
、
シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
、

テ
キ
サ
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
な
ど
日
本
人
選
手
が
飛
行

機
で
海
を
渡
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

イ
チ
ロ
ー
は
元
オ
リ
ッ
ク
ス
で
す
。
元
ヤ
ク
ル
ト

の
岩
村
明
憲
は
イ
ケ
メ
ン
。
い
い
男
。
フ
ロ
リ
ダ
デ

ビ
ル
レ
イ
ズ
に
入
団
し
マ
イ
ア
ミ
に
行
き
ま
し
た
。

Ｌ
Ａ
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
斎
籐
隆
も
と
て
も
格
好
い
い
。

パ
イ
レ
ー
ツ
で
桑
田
真
澄
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

松
本

恵
司

び
っ
く
り
ス
ケ
ッ
チ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

⑨ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

港南実習所は、４月２４日に、高浜実習所の隣の部屋にはれて引っ越しをしてきまし
た。部屋が隣同士になれたおかげで、皆で一緒に活動が出来るようになり、また以前の
ようにより親近感がわくようになりました。これは僕達が、長年持ち続けてきた夢であ
り、希望でもありました。本当にありがたいことでとても嬉しく思います。協力して下
さった方々にとても感謝しています。どうもありがとうございました。まだ引っ越しが
すんだばかりで場所が定まらず、まだなにかと忙しくばたばたしていますが、また今ま
でと同様、今後共、どうぞ宜しくお願い致します。

天海 隆一

芝でやっていた手作り商品の仕事もこちらで
引き継ぐことになり、更に先月末から新しい内
職も引き受けたので、工房は作業がいっぱいで
充実しています。日々を和気あいあいと、平穏
無事に過ごしています。

真部 千代子



今
回
か
ら
テ
ー
マ
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
お

題
は
『
変
わ
っ
た
夢
の
話
』
で
す
。
さ
あ
、
メ
ン
バ

ー
た
ち
は
ど
ん
な
夢
を
見
る
の
で
し
ょ
う
か
。

僕
の
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
『
変
わ
っ
た
夢

の
話
』
と
い
え
ば
、
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
で
三
億
円
が

当
た
り
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（
麻
雀
・
カ
ジ
ノ
な
ど
）
を

行
い
、
そ
れ
が
大
フ
ィ
ー
バ
ー
を
し
て
、
約
五
千
万

円
が
当
た
り
、
総
額
三
億
五
千
万
円
以
上
が
当
た
っ

た
夢
を
見
た
こ
と
で
す
。
そ
の
お
金
で
、
日
本
列
島

温
泉
＆
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
に
使
っ
た
り
、
高
級
な
自
動

車
を
買
っ
た
夢
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
が
も
し
夢
の
世

界
の
話
で
は
な
く
、
現
実
の
話
な
ら
ば
び
っ
く
り
仰

天
を
す
る
こ
と
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え

本
当
の
話
だ
っ
た
ら
、
結
婚
資
金
と
か
新
婚
旅
行
に

使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
実
に
な
ら
な
い

か
な
ぁ
・
・
・

田
中

聡

色
々
な
種
類
の
夢
を
よ
く
見
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

見
る
機
会
が
結
構
多
い
の
は
、
『
色
々
な
所
か
ら
落
下
す

る
・
落
下
中
の
夢
』
や
『
歩
く
度
に
何
故
か
尋
常
な
く
跳

ね
る
（
電
線
を
飛
び
越
す
程
の
）
夢
』
が
多
い
で
す
。

ま
ぁ
普
通
に
歩
い
て
い
る
時
点
で
変
わ
っ
て
い
る
と
は

思
い
ま
す
が
…
。

田
村

亮
彦

ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
、
と
て
も
と
て

も
深
い
森
。
空
高
く
立
つ
針
葉
樹
は
、
何
か
を
誘
い

込
む
よ
う
な
不
思
議
な
気
配
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
ど

、

、

こ
か
へ
と
誘
い

な
に
か
へ
と
導
く
よ
う
な
空
気
が

こ
の
森
に
は
満
ち
満
ち
て
い
る
。
僕
は
そ
の
森
の
中

を
一

人
さ
ま
よ
い
歩
い
て
い
る
。
ど
う
し
て
こ
の
森

に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
歩
い

て
い
る
の
か
、
そ
し
て
僕
自
身
が
何
者
か
す
ら
わ
か

ら
な
い
。
僕
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
こ
の
森
を
歩
き
続

け
る
。
自
分
が
歩
い
て
い
る
場
所
は
定
か
で
は
な
い

が
、
お
そ
ら
く
こ
こ
が
森
の
中
心
だ
と
気
づ
く
。
そ

こ
に
は
、
と
う
の
昔
に
枯
れ
果
て
た
古
井
戸
が
あ
っ

た
。
深
く
、
深
く
、
地
底
の
奥
深
く
ま
で
通
っ
て
い

そ
う
な
古
い
井
戸
。
そ
っ
と
覗
く
と
、
奥
底
か
ら
地

鳴
り
の
よ
う
な
低
い
音
が
響
い
て
い
る
。
耳
を
そ
ば

だ
て
て
よ
く
音
を
聞
い
て
い
る
と
、
そ
れ
は
ま
る
で

僕
に
な
に
か
を
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら

れ
た
。
優
し
く
温
か
く
、
包
み
込
む
よ
う
に
・
・
・

「

そ
の
声
に
耳
を
傾
け
て
は
駄
目
」
誰
か
が
僕
の
頭

の
中
に
呼
び
か
け
た
。
そ
の
声
で
、
僕
は
我
に
返
る

こ
と
が
で
き
た
。
僕
の
上
半
身
は
、
井
戸
の
中
へ
と

傾
き
か
け
て
い
た
の
だ
。
あ
わ
て
て
の
け
ぞ
り
、
そ

の
井
戸
か
ら
数
歩
離
れ
る
。
額
に
浮
き
出
た
汗
を
拭

い
、
一

つ
息
を
吐
く
。
井
戸
に
背
を
向
け
、
僕
は
ま

た
森
を
歩
き
始
め
る
。

ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
こ
の
深
い
森
の

中
を
・
・
・

「

変
な
夢
ね
」

「

だ
か
ら
言
っ
た
だ
ろ
。
変
な
夢
の
話
だ
っ
て
」

「

そ
れ
で
、
そ
の
夢
の
意
味
は
何
？
」

「

う
ー
ん
・
・
・

世
の
中
に
は
人
に
は
理
解
で
き
な

い
も
の
が
あ
る
っ
て
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

「
・
・
・

あ
な
た
っ
て
、
変
な
人
ね
・
・
・

」

小
野
塚

航

さ
て
、
次
回
は
ど
ん
な
夢
の
話
が
聞
け
る
で

し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑩

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

虫
め
が
ね



夕会便り夕会便り

学習会報告学習会報告

⑪ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

四
月
二
十
八
日
【
歌
と
踊
り
の
集
い

に
つ
い
て
】

今
年
も
歌
と
踊
り
の
集
い
が
、
七
月
七
日

（
土
・
七
夕
の
日
）
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
風
の
子
会
と
し
て
、
今
年

も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
名
曲
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
坂
本
九
の
「
見
上

げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
に
決
ま
り
ま
し

た
。

五
月
十
九
日
【
夕
会
議
長
団
選
出
＆

港
養
護
学
校
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て
】

平
成
十
九
年
度
、
夕
会
議
長
団
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
度
の

議
長
団
は
、
天
海
さ
ん
、
飯
尾
さ
ん
、
和
栗

さ
ん
の
三
名
と
な
り
ま
し
た
。
議
長
団
の
皆
さ

ん
、
一
年
間
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
そ
の
次
に
、

港
養
護
学
校
の
夏
祭
り
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
日
時
は
、
七
月
二
十
一
日
（
土
）

午
後
三
時
三
十
分
～
六
時
三
十
分
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
結
果
、
参
加
を
す
る
か
・
し
な
い

か
で
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
次
回
の
夕
会
で

話
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

五
月
二
十
六
日
【
夏
ま
つ
り
＆
ポ
リ

シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス
＆
プ
ロ
野
球
に
つ
い
て
】

先
週
行
わ
れ
た
夕
会
の
続
き
で
、
港
養
護
学
校

の
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て
で
す
が
、
多
数
決
に
よ
り
、

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
代
表
で
真
部
さ

ん
、
松
本
さ
ん
達
が
参
加
予
定
で
す
。

ボ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス
の
招
待
が
あ
り
ま
し
て
、

三
木
さ
ん
、
太
田
Ｋ
さ
ん
が
観
覧
を
希
望
す
る

と
の
こ
と
で
申
し
込
み
ま
し
た
。

東
京
ド
ー
ム
開
催
の
野
球
の
招
待
も
来
ま
し
た
。

希
望
者
は
太
田
Ｍ
さ
ん
、
永
澤
さ
ん
、
佐
久
間

さ
ん
で
す
。

六
月
二
日
【
港
養
護
学
校
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て
】

代
表
参
加
者
に
田
中
さ
ん
も
加
わ
り
ま
し
た
。
職
員

は
岡
本
さ
ん
、
あ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
で
参
加
予
定

で
す
。

５月２日
外に出よう「荒川線チン

チン電車でぶらり旅」を行

うための勉強会を行いまし

た。荒川線近くの名所など

を調べました。

５月９日
工房は内職で、企画は会

議を行いました。

５月１６日
人生ゲームと、トランプを２つの

班にわかれて楽しみました。

５月３０日
『８時だよ全

員集合』のＤＶ

Ｄをみんなで楽

しみました。懐

かしいコントを

。思い出しました

夕
会
担
当
・

田
中

間

学
習
会
担
当
・

佐
久



わたるのドミトリーライフ
【ドミトリーとは英語の つまり寮という意味】dormitory

⑫ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

昔語りをするほど歳を取った訳ではないが、人生の折り返し点に差しかかった
という自覚のある年齢になり、これまでを少し振り返ってみてもいいのではない
かと思うようになった。僕のこれまでで一番輝いていたのは、なんといっても学
生時代だ。好奇心に溢れ、野心があり、体力も気力も最も充実していた。青春と
いう言葉は今は古臭く聞こえるかもしれないが、僕にとっての学生時代はまさに
青春そのものだった。
学生時代を少しずつ振り返ることによって、あの頃は良かったという懐古趣味
的なものに陥るのではなく、当時の元気を取り戻したいという思いも一つにはあ
る。それに、こういう話を読者の皆さんに読んでもらって、僕という人間を少し
でもわかってもらえれば、それはとても嬉しいことでもあるのだ。
これは、そんなあるメンバーの昔語りである。

序章 学生寮に住むということ

高校を卒業し浪人期間を２年過ごした後、推薦試験でやっとの思いで受かった
学校は家から車で１時間近くかかる距離にある、東京と神奈川の県境にある小さ
な大学だった。毎日の通学を１時間かけて通うことを親に頼むというのも何だか
気が引けたし、幸いにも学部棟の隣りに学生寮があったので、そこで生活をして
みようということになった。当時の僕は親元を離れる不安感よりも、新しいキャ
ンパスライフと寮での初めて会う人たちとの触れ合いに対しての期待感でいっぱ
いだった。
僕が住むことになった学生寮は、お世辞にも綺麗な建物とはいえなかった。築
２０年以上建っているその鉄筋コンクリートむき出しの寮棟は、今にも崩れ落ち
そうな気配すら漂っていた。トイレと風呂は共同だし、廊下はゴミ袋で溢れかえ
っている。食堂も会議室に毛の生えた程度のもので、今思うとよくあんなところ
で生活ができたものだと我ながらに思う。
入学式の前日に入寮式があり、その日が僕ら新入寮生の寮生活の始まりの日だ
った。寮に着き、初めて自分の部屋にはいると、そこにはジャージ姿で体育会系
のがっしりとした体格の、無精ヒゲを備えた男がいた 「君が小野塚か？」といっ。
た彼は、どうやらこれから１年間、一緒に生活をする先輩らしかった。
「よろしくお願いします」と頭を下げたものの、彼とうまくやるのは難しそう
だと会ってすぐに直感した。実際、この先輩とは１年後にも初めて会ったときと
印象は変わらなかった。

～ 第１話へ続く ～



⑬ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

第
一
回

母
の
思
い
出

太
田

稔

僕
の
母
は
、
五
十
三
歳
で
胃
ガ
ン
の
た
め
こ
の
世
を
去
っ
た
。
思
え
ば
短
い
母
の
人
生
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
僕
は
母
の
思
い
出
を
書

く
事
に
し
た
。
何
故
か
と
言
え
ば
も
う
親
の
こ
と
を
克
明
に
知
っ
て
い
る
の
は
僕
一
人
く
ら
い
だ
ろ
う
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
母
の
名

は
太
田
薫
子
と
い
い
（
旧
姓
片
山
薫
子
）
和
菓
子
屋
の
次
女
と
し
て
大
正
八
年
五
月
十
五
日
に
、
東
京
赤
坂
に
そ
の
産
声
を
上
げ
た
。
母
は
小

さ
い
時
か
ら
体
が
弱
く
、
お
正
月
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
、
病
気
に
か
か
っ
て
寝
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
の
為
若
い
頃
に
は
台
所
に
立
っ
た

こ
と
が
無
い
の
で
、
水
道
が
お
金
を
払
っ
て
使
う
な
ん
て
事
は
十
五
歳
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
こ
ん
な
お
嬢
さ
ん
育
ち
の
母
が
結
婚
し
て
苦

労
し
よ
う
と
は
・
・
・

さ
て
そ
の
結
婚
だ
が
僕
の
叔
父
が
（
母
か
ら
見
れ
ば
兄
で
あ
る

「
薫
は
体
が
弱
い
か
ら
乗
馬
で
も
や
っ
た
ら
少
し
は
丈
夫
に

）

な
る
か
も
知
れ
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
、
通
い
始
め
た
母
は
そ
こ
で
父
と
出
会
う
事
と
な
る
。
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
父
の
こ
と
を
紹
介
し
て

お
こ
う
。
父
は
戦
死
し
た
の
で
全
然
記
憶
が
な
い
が
、
母
が
よ
く
言
っ
て
い
た
こ
と
を
書
い
て
み
よ
う
。
父
は
大
阪
生
ま
れ
の
大
阪
育
ち
、
父
の
父
つ
ま

り
祖
父
は
化
粧
品
会
社
の
社
長
だ
っ
た
。
裸
一
貫
か
ら
築
き
上
げ
た
こ
の
会
社
は
、
東
に
資
生
堂
、
西
に
ロ
ー
レ
ル
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
そ
の
当
時
は
大
企

業
だ
っ
た
。
父
は
そ
の
次
男
坊
と
し
て
生
ま
れ
た
。
小
さ
い
時
か
ら
何
不
自
由
な
く
育
っ
た
父
は
早
稲
田
大
学
に
進
学
し
た
。
そ
し
て
大
学
で
は
馬
術
部

に
入
籍
し
た
。
彼
は
よ
ほ
ど
馬
が
好
き
だ
っ
た
ら
し
い
。
僕
は
よ
く
知
ら
な
い
が
一
年
生
は
馬
の
世
話
を
す
る
こ
と
が
主
な
日
課
で
あ
り
（
食
事
を
さ
せ

た
り
、
体
を
洗
っ
て
あ
げ
た
り
、
蹄
鉄
を
取
り
替
え
た
り
、
馬
小
屋
を
掃
除
し
た
り
）
ほ
と
ん
ど
馬
に
は
乗
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
ん
な

苦
労
を
し
て
も
馬
術
部
を
辞
め
な
か
っ
た
の
は
彼
が
よ
ほ
ど
動
物
好
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
二
年
生
に
な
っ
て
や
っ
と
乗
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

た
彼
は
、
母
の
話
に
よ
る
と
手
綱
さ
ば
き
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
達
し
て
い
っ
た
そ
う
だ

。
そ
ん
な
彼
は
三
年
生
に
な
る
と
、
乗
馬
で
は
最
高
に
目
立
つ

存
在
に
成
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
っ
と
も
乗
馬
で
目
立
つ
花
形
競
技
で
あ
る
障
害
に
挑
戦
し
た
の
だ
。
父
を
ほ
め
る
訳
で
は
な
い
が
乗

、

。

、

馬
を
や
り
始
め
る
と

東
関
東
大
会
で
優
勝
し
た
ほ
か
全
国
大
会
で
五
位
に
入
賞
し
た

話
は
元
に
戻
る
が
そ
う
叔
父
か
ら
言
わ
れ
た
母
は

世
田
谷
に
あ
る
馬
事
公
苑
に
通
い
始
め
る
。
そ
こ
で
母
は
早
稲
田
大
学
の
馬
術
部
の
選
手
と
出
会
う
の
だ
が
、
母
は
こ
の
と
き
ほ
か
の
男

性
に
夢
中
で
父
の
存
在
な
ん
か
無
視
し
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
れ
な
の
に
何
故
父
と
結
婚
し
た
か
と
い
う
と
、
彼
女
が
愛
し
て
い
た
男

性
は
一
年
後
ほ
か
の
女
性
と
婚
約
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
彼
女
は
振
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
父
は
母
が
振
ら
れ
た

こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
そ
の
男
性
は
父
の
親
友
だ
っ
た
か
ら
だ
。

次
回
に
続
く



大
変
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
、

和
栗
顕
太
郎
さ
ん
の
連
載
「
シ
ベ

リ
ア
出
兵
秘
話
」
は
先
月
号
に
引

き
続
き
、
今
月
も
休
載
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

来
月
号
で
は
再
開
予
定
で
す
の

で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。

ま
た
、
今
月
号
よ
り
新
連
載

が
二
本
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ち

ら
の
方
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。お知らせ

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑭

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

寄付のお礼
日４月２１日～６月２

御寄付をくださった方

外に出よう有志一同様

黒澤フミ様 松本成子様

賛助会にご賛同くださった方

末吉ミヨ子様 小倉英克様 仏頭邦子様

小尻晶子様 長野松男様 司城多喜子様

綱島辰也様 木田節子様 原田洋子様、太郎様

中井英代様 黒澤フミ様 松秀寺様

岡本和子様 諏訪敏子様 神谷元和様

反町美佐子様 井伊俊夫様 小久保薫様

吉水和男様 高野定雄様、カネ様 森部様

田中弘美様 長谷川誠様 相蘇正義様

右田美智子様 新井ミヨ様 司城不二様

岡竹徹様 北原明美様 諸角始子様

佐久間庸様 柏原美千恵様 波多野順治様、栄子様

江尻公一様 和田省三様 伊藤隆夫様

天海喜美子様 堀信子様 飯尾直美様

湯川揚子様 中村恭子様 三木順子様

千葉愛子様 大久保政子様 羽鳥貞子様

市川美江様 山本セツ子様 渡辺一元様

高梨賢一様 永井麻美子様 山本喜美枝様

中山進様 橋本かおり様 田中マサ子様

庄司雅守様 山形和子様 他、匿名５名様

（順不同）

誠にありがとうございました



障害のある人びとの支援のために
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「ふれコム」自動販売機
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

設置のお願い

⑮ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

「 」風の子会が加盟している きょうされん
（全加盟１，９００カ所）では、アサヒ飲
料株式会社、エヌアンドシーエム株式会社
と提携し、社会貢献型自動販売機「ふれあ
いコミュニケーション（略称：ふれコム 」）
の設置を進めています。

当作業所・事業所でもこの「ふれコム」
、自販機の設置を地域のすみずみにまで広げ

さまざまな情報を発信して支援ネットワー
クを拡げると共に、障害がある人びとの支
援をするための安定した収入を確保してい
きたいと考えております。

契約者は風の子会になりますが、売上は
風の子会と設置に協力してくださるお宅や
お店で分配します。メーカーの調査によっ
ては設置できない場合もあります。

是非とも設置のお力添えをお願いいたし
ます。

ご興味がありましたら、当会にお気軽に
お問い合わせください。

℡ : ０３－３４７４－９６７４

ふれコム自販機の
特徴

●電光掲示板が上部にあ
り、情報を広く地域に向
けて発信できます。

●作業所やきょうされん
の運営費・障害のある人
びとの工賃など、恒常的
に収入が確保できます



編
集
後
記

左
足
を
骨
折
以
来
半
年
ぶ
り
に
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

っ
た
。
今
で
は
両
足
で
や
っ
て
い
た
が
今
度
は
左
手

だ
け
で
操
作
し
て
い
る
し
、
画
面
の
動
き
方
も
ぜ
ん

ぜ
ん
違
う
の
で
と
ま
ど
っ
て
し
ま
う
。
実
習
所
の
引

っ
越
し
や
外
へ
出
よ
う
の
準
備
で
職
員

達
も
忙
し
く
、
私
も
身
体
が
思
う
よ
う

に
動
か
な
か
っ
た
の
で
、
二
ヶ
月
半
は

何
も
す
る
事
が
無
く
て
退
屈
だ
っ
た
。

太
田

圭
子

スケジュールスケジュール

５月２２日（火）総務部

５月２５日（金）運営委員会

６月９日（土）総会

７月７日（土）歌と踊りの集い

僕
が
子
供
の
頃
、
ひ
じ
き
の
煮
付
け
が
嫌
い
で
、

困
っ
て
い
た
と
き
、
祖
母
が
「
稔
、
そ
ん
な
に
心
配

し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
よ
、
大
人
に
な
っ
た
ら
食
べ

物
も
変
わ
っ
て
く
る
か
ら
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ひ
じ
き
に
限
ら
ず
ど
ん
な
食
べ
物

で
も
子
供
の
時
と
大
人
に
な
っ
て
か
ら
食
べ
た
味
と

で
は
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
の
は
僕
だ
け
で
し
ょ
う

か
？

太
田

稔

最
近
、
何
か
を
始
め
る
前
に
「
よ
い
し
ょ
」
と
思

わ
ず
口
走
っ
て
し
ま
う
。
風
呂
上
が
り
の
ビ
ー
ル
を

や
け
に
う
ま
く
感
じ
る
。
疲
労
回
復
に
時
間
が
か
か

る
よ
う
に
な
っ
た
。
流
行
の
曲
に
つ
い
て
い
け
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
。
布
団
に
入
る
と
す
ぐ
眠
れ
る
。
加

齢
臭
と
い
う
言
葉
に
敏
感
に
な
っ
て
き
た
。
最
近
、

涙
も
ろ
く
な
っ
て
き
た
。
僕
の
中
で
『
オ
ヤ
ジ
化
』

は
着
実
に
進
ん
で
き
て
い
る
。

小
野
塚

航

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９４２号 風の子便り

編
集
者
天
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圭
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太
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稔
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野
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航

佐
久
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庸

田
中
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田
村

亮
彦

松
本

恵
司

三
木
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人

右
田

麿
子

吉
田

久
代

和
栗
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太
郎

ひとりぼっちの障害者をなくそう
特定非営利活動法人･風の子会
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